
48,一 8様式第 9号 (第 5条 関係 )

南相馬市議会議長

令 和 4年 8月 8日

改革 クラブ

代表 渡部 一夫

会派名

代表者氏名

調査研究報告書

1 期 間 令 和 4年 7月 27日 (水 )～ 令 和 4年 7月 29日 (金 )

2 参加者 ① 渡部 一夫

③ 鈴木 貞正

②__竹野__】卸準

④ 田中 京子

⑤ ⑥

3 旅行先及び調査研究内容  別紙の とお り



別 紙

調査研 究 内容

月 日 令和 4年 7月 27日 (水 )～令和 4年 7月 29日 (金 )

旅行先 愛知県長久手市、岐阜県高山市

調査研究事項 ○高齢者の健康 と生きがいづ くりの取組みについて (長 久手市 )

○協働 のまちづ くりについて (高 山市 )

〔内容〕

別 紙 の とお り



会派「改革クラブ」先進地視察研修報告
2022年 8月 8日

改革クラフ 代表 渡部 いっぶ

20220727 高齢者の健康と生きがいづ<りの取組
愛知県長ス手市

長ス手市高齢者生きがいセンターについて

長ス手市高齢者生きがいセンターは、市内にお住まいのおおむね 60歳以上の方に無料で

利用 していただける施設です。高齢者の方の憩のためのレクリエーション・教養向上・交流・

ふれあいをはかり高齢者の生きがい活動を推進するための施設です。

高齢者向け健康相談・ イベン ト

地域いきいきライフ 事業 (通いの場 )

0なが<てハーモニーお□体操

高齢者の介護予防をはじめ、市民に親しまれている「なが<てハーモニー体操」のメロデ

ィにあわせて、□腔機能を維持・ 向上するための体操を作成しました。

・ ご自宅でできる体操等動画のご案内

家にいる時間が多<なつている今、会話が少な<な つたり、運動不足になったりしていま

せんか ?

みなさんの健康を保ち続けるため、生活で気をつけていただきたいポイン トをまとめまし

たので、ぜひ参考にしてみて<ださい。

・ どこでも笑顔の健康習慣 (教室等で行つている体操)

。心を豊かにする呼吸法 (マインドフルネス瞑想)

「今、この0舜間を大切にする」マイン ドフルネスを毎日の習慣に取り入れてみませんか。

(解説のあと実践があります)

・ 理学療法士による膝・ 腰ケア

理学療法士が膝 0腰のケアをお伝えします。

痛みのある方は無理せず、ご自分のできる範囲で取り組みましょう。

・椅子に座つて楽し<コーディネーション運動 (ちょコット)

間違えても OK!できなくても笑って続けることが、脳神経に良い束」激となります。

・ うたコット「上を向いて歩こう」

生演奏の「上を向いて歩こう」に合わせてちょコットをしてみましょう。



・ なが<てハーモニー体操

・なが<てハーモニー体操の動画

長久手応援ソング「harmonytown長 久手」に合わせて作成したオリジナルの体操です。

下肢筋力向上やバランス能力向上等にも役立ちます。

子どもからシニアまで、どなたも取り組んでみて<ださい。

・暮らしの中で心配なことがあるときは、各地区の地域包括支援センターにぜひご相談<
ださい。

地域で暮らす高齢者を介護、福祉、医療、権利擁護などさまざまな面からサポー トするた

めに設けられた総合相談機関です。

地域包括支援センターでは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などの専門職がお

互いに連携しながら総合的に高齢者の生活を支えていきます。認知症初期集中支援チームの

役害」もあり、認知症の本人、家族等からの相談にもお応えします。

・地域いきいきライフ推進事業 (集いの場)について

市民や事業者などのみなさんの力を活かして、地域での健康づ<り活動を進め、一人ひと

りが「いきいきライフ」を実現できるように支援していきます。

・  どこでもいきいき運動教室

o 毎日コツコツ運動教室

・どこでもいきいき運動教室

みなさんが集まる場所に、運動講師を無料で派遣します。ご要望に応じて内容を調整しま

す。

・福祉の家で開催中の教室

福祉の家で、以下の教室を開催しています。

男性限定の教室も実施しておりますので、今まで女性が多<て参加しづらかった一という

方も気軽に足を運んでみて<ださい (要申込 )。

1.スポーツボイス(男性限定)

スポーツボイスとは、株式会社第一興商とのコラボ企画で、体と声のトレーニングを融合

した新感覚フィットネスです。

男性限定のプログラムです。声を出したり、体を動かしたい力、お気軽にご参加<ださい !

声を出しに<<なつた、カラオケでもっとうま<歌いたい、そう思つた方 !腹式呼吸で声

が出やす<なりますよ !
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2.NOSS(日 本 0踊り・ スポーツ・ サイエンス)(男性限定)

NOSSとは、「日本・踊り 0スポーツ・サイエンス」の略語です。

日本舞踊の持つ「和」の動きにスポーツ科学の要素を取り入れたエクササイズです。

下肢の筋力、バランスカなど様々な能力向上に効果的です。

初めての人でも、お気軽にご参加いただけます。

講師 :西川 陽子氏

。その他開催中の教室

・ 塩分摂取を考える !もぐもぐ教室

塩分摂取を考える ! もぐもぐ教室 〈管理栄養士の講義とレシピ作成、調理実習〉

・けん玉で健康づ<り教室

けん玉を使つて全身運動を行います。ラダーも使って、遊びながら集中力・ 下肢筋カアッ

プを目指します。

・脳と身体を鍛える「はつらつ教室」

筋力を上げるための トレーニングと脳を活性化させるための学習プログラムを組み合わせ

た教室です。

・ 【締め切りました】シニアノ1ワーアップ教室

トレーニングマシンを使つた筋 トレを通じて、身体と脳のパワーアップを目指しましょ

う !

いきいきサロンについて

いきいきサロンについて

・いきいきサロン

市内在住の 65歳以上の人を対象に、介護サービス事業所などの専門職による、健康づ<
りに役立てていただ<ためのサロン (通いの場)を開催しています。ぜひお近<のサロンヘ

お出かけ<ださい。

買い物 リハ ピリについて

買い物 リハ ビリについて

・ 買い物リハビリ

スーパーの店内で行う、買い物もできる送迎付き運動教室 「買い物リハビリ」

平成 30年 7月から、市内のスーパーの店内での運動教室「買い物リハビリ」を開催して
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います。送迎付きで、教室のあとにお買い物もできます。軽運動や買い物を通して、元気な

毎日を過ごしましょう。普段外出しづらい方はぜひご参加<ださい。

o (注意)要申込。参加にあたっては、最近の生活のご様子についてのアンケートがあ

ります。

・  (注意)事前申込が必要ですので、店舗への直接のお越しや問合せは、お控え<ださ

い 。

・  介護保険を利用し、デイサービスやデイケアを利用している人は対象外です。

買い物リハビリテーシ∃ン チラシ(PDFフ アイル866.8KB)

・ 対象者

生活機能の低下 (足腰が33つている等)により外出が難し<なりがらな市内在住の 65歳
以上の人。

・  外出が少な<、 家にいる時間が多い。

・ 買い物に行きたいが、出かけるのが大変。もし<は、帰りの荷物を運′5~iのが大変。

という方に特におすすめの教室です。

いきいき倶楽部について

いきいき倶楽部について

・ いきいき倶楽部

65歳以上の高齢者を対象に、地域のみなさまで楽し<過ごすことと、健康の維持を目的

として、老人憩の家や地域の集会所で「いきいき倶楽部」を開催しています。主に創作活動

と軽運動のプログラムを行つています。

事前申込不要ですので、開催日時を確認して、お近<の場所に直接お越し<ださい。

・ 参加費

無料

みんコラ

みんコラ

・みんコラ (みんなでコラボレーション)

民間企業とのコラボレーシ∃ンとして店舗内のスペースをお借りし、皆さんで集まつて、

楽し<無理な<由地よ<身体を動かしたりします。

事前申込は不要です (一部除<)ので、ご都合のよい日時にご参力]<ださい。

・ ディーラーde健康づ<り 。・・ 筋カアップ体操、姿勢改善教室、フラワーボール

・ モール deウ ォーキング・・・ ハーモニー体操、歩行トレーニング、健康ミニセミナー

・ 長久手て<て <サッカー 000走ることは禁止 !バランスカアップや姿勢改善

・音楽を伴う運動療法 ～大学研究に参加～・・・ オンラインと対面教室
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20220728協 働 の ま ち づ <り に つ い て

岐阜県高山市

市民協働

協働のまちづ<り

o 協働のまちづ<り

・  高山市協働のまちづ<り推進会議

・  まちづ<り協議会

・  協働のまちづ<り支援金

・  協働のまちづ<りにおける市の関わりについて

o 地区からの要望 (情報提供)への対応

・  まちづ<り に関する講座等

市民活動

・  市民活動支援

協働のまちづ <り

少子高齢化や人□減少、ライフスタイルの多様化などにより、様々な地域課題が増加して

います。とりわけ人□減少社会の本格的な到来は地域活動の停滞だけでな <、 市政全般にわ

たり様々な影響を及ぼす重要かつ喫緊の課題です。

今後 10年、さらにその先を見据えながら、選択と集中により取り組むべきことをしっか

りと見定め、課題に対し積極的に取り組んでいかなければなりません。

しかし、多様化・ 複雑化する市民ニーズや行政課題に、これまでのような仕組みや体制で

対応 してい<には限界があります。持続可能なまちをつ<るためには、地域社会を構成する

多様な主体が協働して課題解決に取り組み、市民福祉の向上や地域コミュニティの活性化を

図る必要があり、市では第八次総合計画の基本理念に「協働」を掲げ、各種施策を推進する

ため、市民の皆様と協働でまちづ<り をすすめることとしています。

・ 高山市の協働のまちづ<り

市では協働のまちづ<りを「市民が主役という理念のもと、市民、地域住民組織、事業者、

行政などの地域社会を構成する多様な主体が、お互いの存在意義を認識 し、尊重 し合い、お

互いの持てる能力を発揮し、ともに手を携え、まちづ<り (地域課題の解決)に取り組む」と

定義し、みんなで力を合わせて地域課題の解消や新しい魅力の創造などに取り組むとともに、

絆を大切にした地域づ<り活動により地域共助が強化され、誰もが住み続けたいと思える、

安全安心で魅力ある持続可能なまちづ<り を目指しています。

・ 新たなまちづ<りの組織

市内においては、町内会をはじめ様々な地域住民組織が「住みたい 0住み続けたい地域」

を目指して、それぞれに活動が展開されています。



ところが、人□減少・少子高齢化が進む中、共働き世帯の増加や核家族化など、地域で暮

らす皆さんの生活スタイルが大き<変わつてきたことにより、地域が抱える課題も複雑化・

多様イヒしてきています。

このような環境の変イヒに伴って、一人暮らしのお年寄り宅の除雪や子育てに悩んだ時に相

談する相手が近<にいないなど、身近なところで課題が生じています。また、地域での連帯

意識の希薄化が進むことにより、災害時に住民の安否が確認できないなど、大きな課題が生

じてしまう可能性があります。

こうした地域の課題を解決するためには、地域住民のL.Lさんが意見を出し合い、それぞれ

の団体が1固別に活動してい<だけでな<、 協働して活動してい<方が、住民の皆さんの要望

に、より的確に応えることができます。

それを実現させるための新たな組織が 「まちづ<り協議会」 です。

高山市協働のまちづくり推進会議

0高山市協働のまちづ<り推進会議

地域課題の解決を図り、地域に住み続けたいと悪える魅力的かつ持続可能なまちづくりを

実現するため、地域の代表者 0学識経験者・市による「高山市協働のまちづ<り推進会議」を

設置し、地域と市が一緒になつて様々な観点から議論や協議、意見交換を行いながら協働の

まちづ<り を推進しています。

・ 推進会議での主な検討事項

1.まちづ<り協議会相互の情報提供、情報交換に関すること

2.まちづ<り協議会と高山市との連絡調整に関すること

3.協働のまちづ<りのあり方に関すること

4.地域課題の解決に向けた事業展開のあり方に関すること

5。 その他協働のまちづ<りの推進に関すること

・ 組織構成

・  各地区まちづ<り協議会会長 (20人 )

o 学識経験者 (1人)

・  市関係部長 (6人)※必要に応じて関係課の職員が臨時委員となります

・ 協働のまちづ<りの推進に向けた議論・ 協議について

平成 28年度に協働のまちづ<りについて検証を行い、その検証結果から課題及び対応策

を 4区分 56項目に整理しました。

1.市民の参加 ◆参画の促進

2.地域課題の把握

3.域課題解決の道筋

2



4.地域課題の解決

協働のまちづ<り推進会議では「検証結果を踏まえた課題と取り組み (56項目)」 につい

て議論・ 協議を継続 して行い、取り組み方や方向性を確認しながら、協働のまちづ<りを推

進します。

なお、協議する項目については、全体会又は分科会に分かれて議論・ 協議を行います。

・ モデル的事業の認定および検証について

市では、まちづ<り協議会が地域課題の解決に向けて実施する先駆的、効果的な事業をモ

デル的事業として認定し、支援金の追加支援を行つています。

協働のまちづ<り推進会議では、まちづ<り協議会から提案のあつた事業がモデル的事業と

して適当か協議し、認定の可否を判断します。

また、認定されたモデル的事業については、毎年、協働のまちづ<り推進会議において、

前年度の事業の実施状況について検証を行い、事業終了後には事業全体の検証を行います。

・  協働のまちづ<り支援金 (モデル的事業)の詳細について

まちづくり協議会

・ まちづくり協議会について

・ 各地区まちづ<り協議会

・  まちづ<り協議会設立までの主な取り組み

・ 各地区まちづ<り協議会

・  空町まちづ<り協議会・ 西地区まちづ<り協議会 0みなみまちづ<り協議会

・  北地区まちづ<り協議会・ 山王地区まちづ<り協議会・ 江名子校区まちづ<り協議会

・  新宮地区まちづ<り協議会 0三枝の郷まちづ<り協議会 0大八まちづ<り協議会

・  岩滝まちづ<り協議会・ 花里まちづ<り協議会・丹生川まちづ<り協議会

・  清見町まちづ<り協議会 0荘川町まちづ<り協議会・ 一之宮町まちづ<り協議会

・  ス々野まちづくり協議会・ 朝日まちづ<り協議会・ 高根まちづ<りの会

・  国府町まちづ<り協議会・ たからまちづ<り協議会

。まちづ<り協議会設立までの主な取り組み

・  協働のまちづ<り説明会 (平成 25年 7月～9月 )

・  協働のまちづ<り報告書 (平成 26年 2月 )

・協働のまちづ<り説明会 (平成 25年 7月～9月 )

・ みんなで考えよう ! これからのまちづ<り

高山市では協働のまちづ<り に向け、市民の皆さんと情報を共有し理解を深めていた

だ<ための説明会を、平成 25年 7月 2日火曜日から 9月 13日金曜日の間に市内各地
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資料

区で開催しました。

説明会では、「市民が主役」の理念に基づ<「協働のまちづ<り」と、これに関連する

パブリックコメントなど「市民参加の仕組みづ<り」を取り上げ、その意義や取り組み内

容について説明し、参加者の皆さんのご意見などを伺いました。

・ 説明会の主な内容

・ 協働のまちづ<りの必要性

・ 協働のまちづ<り に向けた市の取組状況

・  「市民等が活動しやすい仕組みづ<り」について

o 「市民等がまちづ<りに参画しやすい仕組みづ<り」について

。質疑応答・ 意見交換

日程表 (PDF 56.8KB)日

チラシ (PDF 286.6KB)日

「協働のまちづ<り」に向けて (PDF 374.OKB)日

資料別紙 (PDF 238.9KB)日

「高山市市民参加条例 (仮称)」 の制定に向けて (PDF 275.OKB)□

・協働のまちづ<り報告書

・報告書 (高山市社会教育委員会議)

高山市社会教育委員会議では、人□減少や少子高齢化という大きな社会構造の変イじのなか、

今後の地域づ<りのすすめ方がこれからの社会教育の推進にとって極めて重要な課題である

ととらえ、あたらしい地域づ<りのための社会教育、協働のまちづ<り を目指し、地域活動

のあり方を中心に平成 23年度から継続的に議論を行つてきました。

平成 24年の 12月には「中間報告書」としてそれまでの議論をまとめ、市に対して報告

があつたところですが、平成 26年 2月には各地区で開催された説明会における意見等も踏

まえ、最終的な報告書として次のとおりまとめられました。

・  報告書 (平成 26年 2月 高山市社会教育委員会議) (PDF 732.5KB)曇

・  中間報告書 (平成 24年 12月 高山市社会教育委員会議) (PDF 554.lKB)日

協働のまちづくり支援金

・ 協働のまちづ<り支援金

市では、地域の住民、地域住民組織、事業者、行政などの地域社会を構成する多様な主体

による協働のまちづ<り を進めるため、地域の維持、改善、振興に関する事業を行う各地区

のまちづ<り協議会に対し「協働のまちづ<り支援金」を交付しています。

なお、協働のまちづ<り支援金は、まちづ<り協議会が主体的に取り組む地域の維持、改

善、振興に関する事業 (協働のまちづ<り事業)及び、まちづ<り協議会が地域課題の解決

●

●

●

●

●
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に向けて実施する先駆的、効果的な事業 (モデル的事業)それぞれの事業計画及び予算に応

じて交付します。

・ 協働のまちづくり支援金 (協働のまちづ<り事業)

まちづ<り協議会が主体的に取り組む、地域を維持、改善、振興する事業及び、まちづ<
り協議会の運営に係る費用について支援します。

・  協働のまちづ<り支援金 (協働のまちづ<り事業)の詳細について

・ 協働のまちづ<り支援金 (モデル的事業)

まちづ<り協議会が地域課題解決のために取り組む新規事業を「協働のまちづ<り推進会

議」において協議し、モデル的事業として認定された事業については追加支援します。

・  協働のまちづ<り支援金 (モデル的事業)の詳細について

・ 協働のまちづ<り支援金 (事務局強化支援事業)

まちづ<り協議会の円滑な事務運営を行うため、まちづ<り協議会事務局の強化に取り組

むまちづ<り協議会について追加支援します。

・  協働のまちづ<り支援金 (事務局強化支援事業)の詳細について

地区か らの要望 (情報提供)への対応

0情報提供の公開

平成 27年度からの協働のまちづくりの取り組みに合わせ、地区 (町内会)からの要望は

情報提供と位置づけ、様式の統一や提出方法などの仕組みを見直しました。

地区からの情報提供への対応は、「安全安lbなまちづ<り」という点で、地域と市の共通の

課題であり、広<市民のみなさんと情報を共有し、一緒になつて課題解決に取り組むことが

必要です。

市では、各地区から提供された情報と、情報への市の対応状況を地区ごとに公開し、みな

さんと協働で「安全安′いなまちづ<り」に取り組みます。

・ 各地区からの情報提供と市の対応

o 各地区から提出された情報提供の一覧と、市から回答済のものは市の回答を付 して掲

載 しています。

・  情報提供の内容・ 表現は、基本的に各地区から提出された通りの内容・ 表現としてい

ますが、一部の1固人情報 (個人宅の表記など)は削除しています。
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市民活動支援

・ 市民活動を応援します

各種行政サービスをはじめ、地域の活性化を図ったり、地域の様々な課題解決については、

これまで行政が主体的に取り組むべきだとされてきました。しかし、一方で市民活動団体や、

町内会などの地縁団体などが様尺な分野で地域を支える重要な活動を展開しています。高山

市は、市民と行政が協働でまちづ<り に取り組むための行政情報の提供や計画策定などへの

参画、そ してお互いの連携の構築を掲げています。特に、市民活動団体の活動を応援し、行

政活動と市民活動の協働関係の強イヒを図るため、平成 16年 9月に市民活動支援の基本とな

る「市民活動応援指針」を策定し、対等なパー トナーとして、ともに手を携えまちづ<り に

取り組むこととしました。

・  市民活動応援指針 (平成 16年 9月策定) (PDF llO.lKB)□

・ 市民活動団体との連携を図ります

市民活動団体の活動支援を行うことや、行政などとの連携を図るため、市民活動団体登録

を行つています。

・  市民活動団体登録制度

・  市登録市民活動団体一覧

o 市登録市民活動団体情報紙「連携のたね」

・ 市民活動団体を財政的にサポート

「市民活動応援指針」に基づき、高山市では、新たに市民活動団体を立ち上げて活動する

市民を支援する「高山市市民活動団体設立補助金」と、登録団体が実施する事業を支援する

「高山市市民活動事業補助金」を創設し、市民活動を財政的にサポー トしています。

・  市民活動事業補助金

・  市民活動団体設立補助金
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